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1 はじめに 

 鉄道や道路という線状の設備では，わが国では山岳や丘陵地形の多いため，のり面が施工されている．こ

ののり面には，一般にのり面防護工が施工されている．のり面防護工の選択肢としては，緑化が可能な場合，

植生による緑化が行なわれる．しかしながら，のり面緑化における植生評価指標(特に景観について)は未だ

明確化されていない．本研究は，緑化したのり面と無施工のり面での植生の色彩変化の相違を，スペクトル

メータを用いて評価するものである． 

 

2 測定条件 

  測定に使用したスペクトルメータはOcean 

Optics社製のUSB2000である． 

1) 主な仕様 

  データ出力範囲    波長 340～ 1,025nm，

0.34～0.39nm間隔 

2) 測定箇所 

 a) 緑化のり面 

開発により一度手を加えた後，新たに緑化した

箇所 

b) 無施工のり面(以下「隣接のり面」) 

 a)の現場に隣接する，何ら手を加えられていな 

いのり面 

3) 測定対象植生                                                 

常緑（寒地）型の草本類とした．この植生選定

の主な条件は次のとおりである． 

a) 施工後の維持管理を減らすため草丈の低い

種類であること 

b) 冬枯れする種類は火災の危険性があり，ま

た，冬枯れした状態は景観もよくないので採用し

ない 

c) のり面の表層部をしっかりと縛れるように

根がよく繁茂するもの 

この条件に合致しない種類は以下「雑草」と記

述する． 

4) 測定方法，及び，解析方法 

 測定に先立ち，予め，受光部からの光を遮断し 

てダークデータを取得した．測定は対象のり面よ 

り 2ｍ離れ，地上高1.0mを標準とし水平に測定し 

た．得られた測定値を，専用のデータ解析ソフト 

を用いて解析し，ダークデータを差し引いて反射  

スペクトルを算出した．この反射スペクトルはの  

り面植生評価指標として十分利用可能であること 

を既に報告した． 

 

3 今回提案する方法 

 今回提案する方法は，のり面植生の色彩変化を 

色彩割合の推移によって評価しようとするもので 

ある．このため，測定範囲を，表- 1に示すように， 

各色分け波長での最短の波長をｉとし，最長の波  

長をｊとする．さらにこの色を紫外域，紫，青， 

緑，黄，赤，及び，赤外域に分けた．また，クロ 

ロフィル部分については，別に把握する． 

次に，図- 1において，波長ｉ-ｊ間の面積をsij 

とし，測定範囲内の全面積をs0とする．pij=sij/s0

として，pijを色彩割合と提案する．なお，クロロ

フィル部分では，pijを特にクロロフィル反射特性

と提案する． 

 

表-1 色分け波長(単位nm) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図-1 分光反射スペクトル曲線 
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 この色彩割合にて，各のり面での植生の色彩変 

化の相違を評価するものである． 

 

4 結果 

 図- 2に施工後 3年 7ケ月間での緑化のり面色 

彩割合推移，及び，図-3に施工後 3年 7ケ月間で 

の隣接のり面色彩割合推移を示す．また，図-4に 

施工後3年 7ケ月間での各のり面でのクロロフィ 

ル反射特性推移を示す． 

次に表-2に各のり面の色彩割合推移の平均値， 

標準偏差，及び，変動係数を，表-3に各のり面で

のクロロフィル反射特性推移の平均値，標準偏差，

及び，変動係数を示す．変動係数が小さいほど，

値のばらつきが少ないことを示す． 

 これらの図，及び，統計量から次のことが言え

る． 

 1) 緑化のり面と隣接のり面をくらべると、緑

化のり面の方が，青から赤の波長で色の変動係数

が小さい．すなわち，人間の視力の感度が最も高

い部分(波長555nm)にて変動が少ないため，人間

の目には，緑化のり面の方が色の変化が少ないと

感じられるものと思われる．このことは，四季を

通じて緑色を保っていることと合致する． 

 2) 緑化のり面では紫外域，及び，紫域にて隣

接のり面より変動係数が大きい．しかしながら，

紫外域は可視域ではないため，人間の目には影響

はないものと思われる．また，紫域では，人間の

視力の感度が低下するため，人間の目には影響は

少ないものと思われる． 

 3) 秋冬季に枯死する雑草では，クロロフィル

反射特性の変動係数が枯死しない種類の  2倍以

上となっている．すなわち，雑草ではクロロフィ

ル反射特性の変動が選定した種類より大きいこと

がいえる． 

 4) 秋冬季に枯死する雑草では，クロロフィル

反射特性の推移として，春では比較的高く(5.0×

10-4)，夏では低くなり(2.0×10-4)，秋冬季に枯死

すると高くなる(8.0×10-4)，という周期が観測さ

れた． 

 

5 まとめ 

 今回提案する方法にて，のり面植生色彩の推移

が把握出来る．また，同じく提案するクロロフィ

ル反射特性にて，四季を通じた光合成の状態が把

握出来，のり面植生評価指標として十分利用可能

といえる． 

 今後，観測を続け，季節変化，経年変化のデー

タを蓄積して精度を上げ，のり面植生評価指標の

確立を目指すものである． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図-2 緑化のり面色彩割合の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図-3 隣接のり面色彩割合の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図-4 各のり面クロロフィル反射特性推移 

 

  表-2 各のり面色彩割合推移の統計量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  表-3 各のり面クロロフィル反射特性推移の

統計量 
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緑 0.1587 0.0167 0.1054 0.1609 0.0348 0.2164
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